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(57)【要約】
【課題】部品点数が少ない。レンズ部材の意匠面の自由
度が高い。
【解決手段】この発明は、光源２１、２２、２３と、レ
ンズ部材３と、スイッチ４１、４２、４３と、保持部材
５と、を備える。レンズ部材３は、入射面８１、８２と
、意匠面７０と、を有する。レンズ部材３は、固定部分
３０と、操作部分３１、３２、３３と、連結部分３１０
、３２０、３３０と、から一体に構成されている。この
結果、この発明は、部品点数が少なく、レンズ部材３の
意匠面７０の自由度が高い。
【選択図】　　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両用灯具のレンズ部材であって、
　固定部分と、スイッチのオンオフの操作を行う操作部分と、前記固定部分に対して前記
操作部分を操作可能に一体に連結する連結部分と、が一体に構成されている、
　ことを特徴とする車両用灯具のレンズ部材。
【請求項２】
　前記固定部分は、
　光源からの光を入射させる入射面と、
　前記入射面から入射した光を内面反射させる反射面と、
　前記反射面で内面反射された光を出射させる意匠面と、
　を有する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の車両用灯具のレンズ部材。
【請求項３】
　前記反射面には、光拡散部が設けられていて、かつ、半透過性のカバーが覆われていて
、
　前記カバーには、装飾部が設けられている、
　ことを特徴とする請求項２に記載の車両用灯具のレンズ部材。
【請求項４】
　前記操作部分には、前記固定部分からの光を出射させる意匠面が形成されている、
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の車両用灯具のレンズ部材。
【請求項５】
　前記操作部分は、相互に独立して操作可能に複数個備え、
　少なくとも１個の前記操作部分の前記意匠面の発光機能と、前記固定部分の前記意匠面
の発光機能とは、異なる
　ことを特徴とする請求項４に記載の車両用灯具のレンズ部材。
【請求項６】
　光源と、
　前記光源の点灯消灯を行うスイッチと、
　前記の請求項１～５のいずれか１項に記載の車両用灯具のレンズ部材と、
　を備える、
　ことを特徴とする車両用灯具。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ルームランプなどの車両用灯具のレンズ部材、車両用灯具に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　この種の車両用灯具のレンズ部材、車両用灯具は、従来からある（たとえば、特許文献
１、特許文献２）。従来の特許文献１の車両用灯具のレンズ部材、車両用灯具は、ボディ
本体と、ボディ本体に配設された光源および前面レンズと、ボディ本体と前面レンズとの
間にスライド自在に配設されたスイッチ部材と、を備えるものである。従来の特許文献１
の車両用灯具のレンズ部材、車両用灯具は、スイッチ部材を操作することにより、光源が
点灯して、光源からの光が前面レンズを透過して車室内を照明する。従来の特許文献２の
車両用灯具のレンズ部材、車両用灯具は、導光部材と、導光部材の入光エッジ側に配置さ
れた光源と、を備えるものである。従来の特許文献２の車両用灯具のレンズ部材、車両用
灯具は、導光部材と別個のスイッチの操作部材を操作することにより、光源光を導光部材
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から外部に出射させて車室内を照明する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－１６９２７８号公報
【特許文献２】特開２００１－１５５５２２公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、特許文献１の車両用灯具のレンズ部材、車両用灯具は、前面レンズと別体の
スイッチ部材がガイド部材を介してボディ本体にスライド自在に保持されているものであ
るから、部品点数が多い。また、特許文献１の車両用灯具は、前面レンズが導光体と導光
体の周囲を取り囲む枠状体とから構成されているので、導光体の意匠面（光が外部に出射
する面）が枠状体により取り囲まれている。このために、特許文献１の車両用灯具のレン
ズ部材、車両用灯具は、前面レンズの意匠面の意匠性が制限されて、前面レンズの意匠性
の自由度が低い。
【０００５】
　特許文献２の車両用灯具のレンズ部材、車両用灯具は、導光部材の周囲が他の部材によ
り取り囲まれていないので、導光部材の意匠面の自由度が高い。ところが、特許文献２の
車両用灯具は、導光部材と別個のスイッチの操作部材が保持部材を介して他の部材に保持
されているものであるから、特許文献１の車両用灯具のレンズ部材、車両用灯具と同様に
、部品点数が多い。
【０００６】
　この発明が解決しようとする課題は、部品点数が少ない車両用灯具のレンズ部材、車両
用灯具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、車両用灯具のレンズ部材であって、固定部分と、スイッチのオンオフの操
作を行う操作部分と、固定部分に対して操作部分を操作可能に一体に連結する連結部分と
、が一体に構成されている、ことを特徴とする。
【０００８】
　この発明は、固定部分が、光源からの光を入射させる入射面と、入射面から入射した光
を内面反射させる反射面と、反射面で内面反射された光を出射させる意匠面と、を有する
、ことを特徴とする。
【０００９】
　この発明は、反射面には、光拡散部が設けられていて、かつ、半透過性のカバーが覆わ
れていて、カバーには、装飾部が設けられている、ことを特徴とする。
【００１０】
　この発明は、操作部分には、固定部分からの光を出射させる意匠面が形成されている、
ことを特徴とする。
【００１１】
　この発明は、操作部分が、相互に独立して操作可能に複数個備え、少なくとも１個の操
作部分の意匠面の発光機能と、固定部分の意匠面の発光機能とが、異なる、ことを特徴と
する。
【００１２】
　この発明は、光源と、光源の点灯消灯を行うスイッチと、前記の請求項１～５のいずれ
か１項に記載の車両用灯具のレンズ部材と、を備える、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　この発明の車両用灯具のレンズ部材、車両用灯具は、部品点数が少ない。
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【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、この発明にかかる車両用灯具のレンズ部材、車両用灯具の実施形態を示
す使用状態（レンズ部材が天井に埋め込まれている使用状態）の斜視図である。
【図２】図２は、図１にかかるＩＩ－ＩＩ線断面図である。
【図３】図３は、意匠面側から見た斜視図である。
【図４】図４は、操作部分を操作した状態を示す一部拡大斜視図である。
【図５】図５は、図４にかかるＶ矢視図である。
【図６】図６は、図４にかかるＶＩ矢視図である。
【図７】図７は、光路を示す断面図（図２に対応する断面図）である。
【図８】図８は、光路を示す一部拡大断面図である。
【図９】図９は、他の使用時状態（レンズ部材が天井より突出している使用状態）を示す
断面図（図２に対応する断面図）である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、この発明にかかる車両用灯具のレンズ部材、車両用灯具の実施形態（実施例）
の２例を図面に基づいて詳細に説明する。この明細書において、前、後、上、下、左、右
は、この発明にかかる車両用灯具を自動車などの車両に装備した際の前、後、上、下、左
、右である。
【００１６】
（実施形態の構成の説明）
　以下、この実施形態にかかる車両用灯具のレンズ部材、車両用灯具の構成について説明
する。図１～図８は、レンズ部材３が天井に埋め込まれている状態の使用例を示す。図１
、図２、図５において、符号「Ｆ」は前、符号「Ｂ」は後、符号「Ｕ」は上、符号「Ｄ」
は下、符号「Ｌ」は左、符号「Ｒ」は右である。図７、図８において、レンズ部材３、カ
バー６、拡散シート６０、印刷シート６１のハッチングは、省略されている。図５、図７
、図８において、実線矢印は、光路を示す。
【００１７】
（車両用灯具１の説明）
　図１において、符号１は、この実施形態にかかる車両用灯具である。前記車両用灯具１
は、たとえば、自動車の車室内の天井に装備されるルームランプ兼マップランプ（スポッ
トランプ）について説明する。
【００１８】
　前記天井は、図１、図２に示すように、天井材１０により形成されている。前記天井材
１０は、図２の二点鎖線に示すように、車体パネル１１に取り付けられている。前記天井
材１０には、凹部１２が設けられている。前記凹部１２の一側（すなわち前側）には、開
口部１３が設けられている。前記凹部１２中には、前記車両用灯具１が収納されている。
前記車両用灯具１は、前記開口部１３を通して、前記車体パネル１１に取り付けられてい
る。この結果、前記車両用灯具１は、前記天井に装備される。
【００１９】
　前記車両用灯具１は、ルームランプと、運転席側（ドライバー側、右側）のマップラン
プと、補助席側（アシスト側、左側）のマップランプと、の複数のランプ機能を有する。
前記車両用灯具１は、複数個この例では９個の光源２１および２個の付加光源２２、２３
と、１個のレンズ部材３と、３個のスイッチ４１、４２、４３と、１個の保持部材５と、
１個のカバー６と、を備える。
【００２０】
（光源２１、付加光源２２、２３の説明）
　前記光源２１および前記付加光源２２、２３は、たとえば、ＬＥＤ、ＯＥＬまたはＯＬ
ＥＤ（有機ＥＬ）などの自発光半導体型光源である。前記光源２１は、ルームランプ用の
光源（以下、「第１光源」と称する場合がある）である。前記付加光源２２は、運転席側
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のマップランプ用の光源（以下、「第２光源」と称する場合がある）である。前記付加光
源２３は、補助席側のマップランプ用の光源（以下、「第３光源」と称する場合がある）
である。なお、前記光源２１および前記付加光源２２、２３の断面のハッチングは、省略
されている。
【００２１】
　９個の前記第１光源２１は、前記幅方向Ｗに長い長方形板形状の基板２の一面（すなわ
ち下面）の他側（すなわち後側）に左右方向に一直線もしくはほぼ一直線に実装されてい
る。なお、前記第１光源２１は、図２、図７、図８において、１個のみを図示する。前記
第２光源２２と前記第３光源２３とは、図５、図６に示すように、前記基板２の下面の前
側の左右両端部に実装されている。
【００２２】
（スイッチ４１、４２、４３の説明）
　前記スイッチ４１は、前記第１光源２１に電気的に接続されていて前記第１光源２１の
点灯消灯を行うルームランプ用のスイッチ（以下、「第１スイッチ」と称する場合がある
）である。前記スイッチ４２は、前記第２光源２２に電気的に接続されていて前記第２光
源２２の点灯消灯を行う運転席側のマップランプ用のスイッチ（以下、「第２スイッチ」
と称する場合がある）である。前記スイッチ４３は、前記第３光源２３に電気的に接続さ
れていて前記第３光源２３の点灯消灯を行う助手席側のマップランプ用のスイッチ（以下
、「第３スイッチ」と称する場合がある）である。この結果、前記光源２１および前記付
加光源２２、２３は、前記スイッチ４１、４２、４３を介して点灯回路（図示せず）から
の電流がそれぞれ供給される。なお、前記スイッチ４１、４２、４３の断面のハッチング
は、省略されている。
【００２３】
　前記第１スイッチ４１は、図２、図５、図７に示すように、前記基板２の下面の後側の
中央部に取り付けられている。前記第２スイッチ４２と前記第３スイッチ４３とは、図５
、図６に示すように、前記基板２の下面の前側の左右両端部に、前記第２光源２２、前記
第３光源２３に近接して、取り付けられている。前記基板２、前記光源２１および前記付
加光源２２、２３、前記スイッチ４０、４１、４２は、一体構造をなす。図２の二点鎖線
に示すように、前記基板２の他面（すなわち上面）には、ハーネス２０が電気的に接続さ
れている。
【００２４】
（保持部材５の説明）
　前記保持部材５は、この例では、樹脂部材から構成されている。前記保持部材５は、図
２～図４に示すように、下面が開口し、かつ、上面が閉塞した長方形の中空形状（長方形
筒形状）をなす。前記保持部材５の上面の閉塞板部５０の中央には、開口部５１が設けら
れている。前記閉塞板部５０の上面の縁には、複数個のボス部５２が一体に設けられてい
る。前記ボス部５２は、前記車体パネル１１にスクリュー（図示せず）により取り付けら
れている。
【００２５】
　前記保持部材５中には、一体構造をなす前記基板２、前記光源２１および前記付加光源
２２、２３、前記スイッチ４１、４２、４３が下面の開口から収納されている。前記基板
２の上面は、前記閉塞板部５０の下面に取り付けられている。この結果、前記保持部材５
には、前記閉塞板部５０、前記基板２を介して、前記光源２１および前記付加光源２２、
２３、前記スイッチ４１、４２、４３が保持されている。前記保持部材５は、前記基板２
を介して、前記光源２１および前記付加光源２２、２３において発生する熱を外部に放出
する放熱部材を兼用する。前記ハーネス２０は、前記保持部材５の前記開口部５１および
前記車体パネル１１の開口部を通して、電源側のハーネス（図示せず）に電気的に接続さ
れている。
【００２６】
（レンズ部材３の説明）
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　前記レンズ部材３は、光透過性および導光性を有する部材、たとえば、ＰＣ材、ＰＭＭ
Ａ材、ＰＣＯ材などの樹脂からなるものである。前記レンズ部材３は、入射面８１、８２
と、意匠面７０、３１２、３２２、３３２と、を有する。前記入射面８１、８２は、前記
光源２１および前記付加光源２２、２３からの光（図７、図８中の実線矢印を参照）を前
記レンズ部材３中に入射させる。前記意匠面７０、３１２、３２２、３３２は、前記レン
ズ部材３中に入射した光を外部に出射させる。前記レンズ部材３は、１個の固定部分３０
と、３個の操作部分３１、３２、３３と、３個の連結部分３１０、３２０、３３０と、か
ら一体に構成されている。
【００２７】
（固定部分３０の説明）
　前記固定部分３０は、固定部３００と、意匠板部７と、入射反射部８と、から構成され
ている。前記固定部３００は、前記保持部材５に固定されている。この結果、一体構造を
なす前記基板２、前記光源２１および前記付加光源２２、２３、前記スイッチ４１、４２
、４３と共に前記保持部材５は、前記レンズ部材３の前記意匠面７０、３１２、３２２、
３３２に対して反対側（すなわち上側）に配置され、かつ、前記レンズ部材３により覆わ
れている。
【００２８】
　前記意匠板部７は、保形性が確保される程度の板厚を有する板形状をなす。前記意匠板
部７は、透明である。前記意匠板部７の下面は、前記意匠面７０を形成する。前記意匠板
部７の周囲の縁面は、傾斜面７１をなす。前記意匠板部７の上面には、多数個の小反射面
（図示せず）が設けられている。多数個の前記小反射面は、前記第１光源２１からの光を
、前記意匠面７０側に反射させて、かつ、前記意匠面７０から外部に均一にもしくはほぼ
均一に出射させるためのものである。前記意匠板部７の前記意匠面７０の発光機能は、ル
ームランプの発光機能である。
【００２９】
　前記入射反射部８は、前記意匠板部７の前端に一体に設けられている。前記入射反射部
８の下面は、前記入射面の第１入射面８１、第２入射面８２と中間反射面８３とを形成す
る。前記入射反射部８の下面の前記第１入射面８１、前記第２入射面８２、前記中間反射
面８３は、９個の前記第１光源２１にそれぞれ相互に対応して、９個設けられている。な
お、９個の前記第１入射面８１、前記第２入射面８２、前記中間反射面８３は、図３中の
破線の楕円において、模式的に図示されている。前記入射反射部８の上面は、反射面８０
を形成する。
【００３０】
　前記第１入射面８１は、軸（前記第１光源２１の発光面の中心を通りかつ発光面に対し
て直交もしくはほぼ直交する軸）に対して４５°もしくはほぼ４５°傾斜していて、かつ
、前記軸周りに回転してなる円錐面をなす。前記第１入射面８１は、前記第１光源２１か
らの光を前記入射反射部８中に前記軸に対して平行もしくはほぼ平行に屈折入射させる。
【００３１】
　前記第２入射面８２は、前記第１光源２１の発光面の中心もしくはその近傍を焦点とし
、かつ、前記軸周りに回転してなる回転放物面（もしくは回転双曲面）をなす。前記第２
入射面８２は、前記第１光源２１からの光を前記入射反射部８中に屈折入射させる。
【００３２】
　前記中間反射面８３は、焦点が前記軸上で前記第２入射面８２の前記焦点よりも上側に
位置し、かつ、前記軸周りに回転してなる回転放物面をなす。前記中間反射面８３は、前
記第２入射面８２から屈折入射した光を前記反射面８０側に前記軸に対して平行もしくは
ほぼ平行に反射させる。
【００３３】
　前記反射面８０は、前記軸に対して４５°もしくはほぼ４５°傾斜していて、かつ、左
右方向に延長して設けられてなるＶ字谷面をなす。なお、前記反射面８０は、図３中の破
線のＶ字谷面において、模式的に図示されている。前記反射面８０は、前記第１入射面８
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１から前記入射反射部８中に入射した入射光、および、前記第２入射面８２から前記入射
反射部８中に入射し、かつ、前記中間反射面８３で反射した反射光を、前記意匠板部７側
と前記操作部分３１、３２、３３側とに、９０°もしくはほぼ９０°で内面反射させる。
【００３４】
（操作部分３１、３２、３３、連結部分３１０、３２０、３３０の説明）
　３個の前記操作部分３１、３２、３３は、３個の前記連結部分３１０、３２０、３３０
を介して、１個の前記固定部分３０の前記入射反射部８の前端に、相互に独立して、操作
可能に一体に連結されている。すなわち、前記連結部分３１０、３２０、３３０は、肉厚
（板厚）や左右方向の幅などが適宜に設定されていて、所定の可撓性（弾性）を有する。
この結果、３個の前記操作部分３１、３２、３３は、所定の押し込み力により、下から上
に（矢印Ｐを参照）、所定の押し込み量Ｔ分押し込まれる。
【００３５】
　前記操作部分３１、３２、３３の上面には、凸部３１１、３２１、３３１が一体に突設
されている。前記３個の凸部３１１、３２１、３３１は、３個の前記スイッチ４１、４２
、４３にそれぞれ対向している。この結果、前記操作部分３１、３２、３３を矢印Ｐ方向
に押し込むことにより、前記凸部３１１、３２１、３３１を介して、前記スイッチ４１、
４２、４３は、オンオフする。
【００３６】
　前記操作部分３１は、前記第１スイッチ４１のオンオフを行う操作部分（以下、「第１
操作部分」と称する場合がある）である。前記操作部分３２は、前記第２スイッチ４２の
オンオフを行う操作部分（以下、「第２操作部分」と称する場合がある）である。前記操
作部分３３は、前記第３スイッチ４３のオンオフを行う操作部分（以下、「第３操作部分
」と称する場合がある）である。
【００３７】
　前記操作部分３１、３２、３３は、半透明である。前記操作部分３１、３２、３３の下
面は、意匠面３１２、３２２、３３２を形成する。前記意匠面３１２、３２２、３３２は
、前記入射反射部８の前記反射面８０からの反射光を外部に拡散光として出射させる。前
記操作部分３１、３２、３３の前記意匠面３１２、３２２、３３２の発光機能は、前記意
匠板部７の前記意匠面７０のルームランプの発光機能と、異なる加飾光（イルミネーショ
ン光）の発光機能である。前記操作部分３１、３２、３３の周囲の縁面のうち、前記連結
部分３１０、３２０、３３０以外の縁面は、前記意匠板部７の周囲の縁面の前記傾斜面７
１と同様の傾斜面７１をなす。
【００３８】
　前記第２操作部分３２、前記第３操作部分３３の上面には、入射部３２３、３３３が一
体に設けられている。前記入射部３２３、３３３は、前記入射反射部８の下面の前記第１
入射面８１、前記第２入射面８２、前記中間反射面８３とほぼ同様な入射面、反射面を有
する。前記第２光源２２、前記第３光源２３からの光は、前記入射部３２３、３３３の前
記反射面により、前記意匠面３２２、３３２からスポット光として、所定の方向（図５中
の実線矢印を参照）に出射する。前記第２操作部分３２、前記第３操作部分３３の前記意
匠面３２２、３３２の発光機能は、前記意匠板部７の前記意匠面７０のルームランプの発
光機能と、異なるマップランプの発光機能であって、かつ、前記の加飾光（イルミネーシ
ョン光）の発光機能である。なお、前記操作部分３１、３２、３３の上面のうち、前記凸
部３１１、３２１、３３１および前記入射部３２３、３３３を除いた上面に、前記意匠板
部７の上面の多数個の小反射面と同様の多数個の小反射面を設けても良い。
【００３９】
（カバー６の説明）
　前記カバー６は、半透過性のシートから構成されている。前記カバー６は、前記レンズ
部材３の前記入射反射部８に設けられている。前記カバー６は、前記入射反射部８の前記
反射面８０を覆う。このために、前記カバー６は、前記第１光源２１が消灯時（非点灯時
）には、外部からの外来光を外部に反射させて、Ｖ字谷面の前記反射面８０を外部から見
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えないように覆う。また、前記カバー６は、前記第１光源２１が点灯時には、前記第１光
源２１からの光を外部に透過させて、装飾として見せる。
【００４０】
　前記入射反射部８の前記反射面８０には、拡散部としての拡散シート６０が密着もしく
は密接して設けられている。前記拡散シート６０は、９個の前記第１光源２１からの光で
あって、９個の前記第１入射面８１からの入射光、および、９個の前記第２入射面８２を
介して９個の前記中間反射面８３からの反射光が、前記反射面８０で全反射する際に、前
記反射面８０から抜ける光（漏れ光）を拡散させて、漏れ光による点光（局所が強く光る
）を防ぐ。
【００４１】
　前記カバー６の上面（前記拡散シート６０に対向する面）には、装飾部としての印刷シ
ート６１が密着もしくは密接して設けられている。前記印刷シート６１は、任意の画像が
印刷されている。前記印刷シート６１は、前記拡散シート６０からの拡散光が透過するこ
とにより、印刷されている画像を投影像として前記カバー６を透過して外部に出射させる
。前記カバー６の意匠面（前記拡散シート６０、前記印刷シート６１）の発光機能は、前
記操作部分３１、３２、３３の前記意匠面３１２、３２２、３３２の発光機能と、同様の
加飾光（イルミネーション光）の発光機能である。
【００４２】
（実施形態の作用の説明）
　この実施形態にかかるレンズ部材３、車両用灯具１は、以上のごとき構成からなり、以
下、その作用について説明する。
【００４３】
　第１操作部分３１を所定の押し込み力により矢印Ｐ方向に下から上に所定の押し込み量
Ｔ分押し込む。すると、第１操作部分３１の凸部３１１を介して、第１スイッチ４１がオ
ンする。それに伴って、９個の第１光源２１が点灯する。９個の第１光源からの光の一部
は、レンズ部材３の固定部分３０の入射反射部８（以下、「入射反射部８」と称する）の
９個の第１入射面８１から入射反射部８中に入射する。また、９個の第１光源からの光の
残りは、入射反射部８の９個の第２入射面８２から入射反射部８中に入射して、入射反射
部８の９個の中間反射面８３で反射する。
【００４４】
　９個の第１入射面８１からの入射光および９個の中間反射面８３からの反射光の大部分
は、入射反射部８の反射面８０で、レンズ部材３の固定部分３０の意匠板部７（以下、「
意匠板部７」と称する）側とレンズ部材３の操作部分３１、３２、３３（以下、「操作部
分３１、３２、３３」と称する）側とに、９０°もしくはほぼ９０°で内面反射する。
【００４５】
　意匠板部７側に内面反射した光は、意匠板部７の上面の多数個の小反射面により、意匠
板部７の意匠面７０から外部に出射する。このために、意匠板部７の意匠面７０は、全面
に亘って均一もしくはほぼ均一に発光する。また、意匠板部７側に内面反射した光は、意
匠板部７の周囲の縁面の傾斜面７１で反射して、意匠面７０からの出射方向と同方向もし
くはほぼ同方向に外部に出射する。このために、意匠板部７の意匠面７０の周囲の縁面は
、意匠面７０と同様に発光する。これにより、意匠板部７の意匠面７０は、ルームランプ
の発光機能を果たす。
【００４６】
　操作部分３１、３２、３３側に内面反射した光は、一旦外部空間を介して、あるいは、
レンズ部材３の連結部分３１０、３２０、３３０を介して、操作部分３１、３２、３３中
に入射する。操作部分３１、３２、３３中に入射した光は、操作部分３１、３２、３３の
意匠面３１２、３２２、３３２から外部に出射する。このために、操作部分３１、３２、
３３の意匠面３１２、３２２、３３２は、全面に亘って均一もしくはほぼ均一に発光する
。なお、ここで、操作部分３１、３２、３３の上面に多数個の小反射面が設けられている
場合、操作部分３１、３２、３３中に入射した光が、この多数個の小反射面により、操作
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部分３１、３２、３３の意匠面３１２、３２２、３３２から外部に出射する。このために
、操作部分３１、３２、３３の意匠面３１２、３２２、３３２は、全面に亘ってさらに確
実に均一もしくはほぼ均一に発光する。また、操作部分３１、３２、３３中に入射した光
は、操作部分３１、３２、３３の傾斜面７１で反射して、外部に出射する。このために、
操作部分３１、３２、３３の周囲の縁面のうち連結部分３１０、３２０、３３０以外の縁
面は、意匠面３１２、３２２、３３２と同様に発光する。これにより、操作部分３１、３
２、３３の意匠面３１２、３２２、３３２は、意匠板部７の意匠面７０のルームランプの
発光機能と異なる加飾光（イルミネーション光）の発光機能を果たす。
【００４７】
　９個の第１入射面８１からの入射光および９個の中間反射面８３からの反射光の残りは
、入射反射部８の反射面８０で全反射する際に、反射面８０から漏れ光として抜ける。漏
れ光は、拡散シート６０を透過して拡散される。拡散光は、印刷シート６１およびカバー
６を透過して外部に出射する。カバー６の意匠面は、印刷シート６１に印刷されている画
像を投影像として発光する。これにより、カバー６の意匠面は、操作部分３１、３２、３
３の意匠面３１２、３２２、３３２の発光機能と、同様の加飾光（イルミネーション光）
の発光機能を果たす。
【００４８】
　第１操作部分３１を再度押し込むと、第１スイッチ４１がオフする。これにより、意匠
板部７の意匠面７０および操作部分３１、３２、３３の意匠面３１２、３２２、３３２お
よびカバー６の意匠面の発光状態が消光状態となる。このとき、カバー６は、半透過性の
シートから構成されているので、カバー６の意匠面は、外部からの外来光を外部に反射さ
せる。このために、Ｖ字谷面の反射面８０は、カバー６により、外部から見えずに覆い隠
されている。
【００４９】
　一方、第２操作部分３２、第３操作部分３３を所定の押し込み力により矢印Ｐ方向に下
から上に所定の押し込み量Ｔ分押し込む。すると、第２操作部分３２の凸部３２１、第３
操作部分３３の凸部３３１を介して、第２スイッチ４２、第３スイッチ４３がオンする。
それに伴って、１個の第２光源２２、１個の第３光源２３が点灯する。１個の第２光源２
２、１個の第３光源２３からの光は、第２操作部分３２の入射部３２３、第３操作部分３
３の入射部３３３の入射面から第２操作部分３２中、第３操作部分３３中に入射する。第
２操作部分３２中、第３操作部分３３中に入射した光は、第２操作部分３２、第３操作部
分３３の反射面により、第２操作部分３２の意匠面３２２、第３操作部分３３の意匠面３
３２からスポット光として、所定の方向であって、運転席側、補助席側に出射する。
【００５０】
　これにより、第２操作部分３２の意匠面３２２、第３操作部分３３の意匠面３３２は、
意匠板部７の意匠面７０のルームランプの発光機能、および、操作部分３１、３２、３３
の意匠面３１２、３２２、３３２の加飾光（イルミネーション光）の発光機能、および、
カバー６の意匠面の加飾光（イルミネーション光）の発光機能と、異なるマップランプの
発光機能を果たすことができる。
【００５１】
　第２操作部分３２、第３操作部分３３を再度押し込むと、第２スイッチ４２、第３スイ
ッチ４３がオフする。これにより、第２操作部分３２の意匠面３２２、第３操作部分３３
の意匠面３３２の発光状態が消光状態となる。
【００５２】
（実施形態の効果の説明）
　この実施形態にかかるレンズ部材３、車両用灯具１は、以上のごとき構成および作用か
らなり、以下、その効果について説明する。
【００５３】
　この実施形態にかかるレンズ部材３、車両用灯具１は、レンズ部材３が固定部分３０と
操作部分３１、３２、３３と連結部分３１０、３２０、３３０とから一体に構成されてい
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るものである。すなわち、この実施形態にかかる車両用灯具１は、スイッチ４１、４２、
４３のオンオフの操作を行う操作部分３１、３２、３３がレンズ部材３に一体に構成され
ているものであるから、構成部品が少ない。これにより、この実施形態にかかる車両用灯
具１は、製造コストを低減させることができる。
【００５４】
　この実施形態にかかるレンズ部材３、車両用灯具１は、レンズ部材３の固定部分３０が
レンズ部材３の意匠面７０、３１２、３２２、３３２、カバー６の意匠面に対して反対側
に配置されている保持部材５に固定されているものである。このために、この実施形態に
かかる車両用灯具１は、レンズ部材３の意匠面７０、３１２、３２２、３３２、カバー６
の意匠面の周囲に、レンズ部材３を固定するための部材を、設ける必要がない。これによ
り、この実施形態にかかる車両用灯具１は、レンズ部材３の意匠面７０、３１２、３２２
、３３２、カバー６の意匠面の自由度が高い。
【００５５】
　この実施形態にかかるレンズ部材３、車両用灯具１は、レンズ部材３の固定部分３０の
意匠板部７が保形性を有するので、意匠板部７自体が意匠板部７を保持する部材の保持機
能を有する。このために、この実施形態にかかる車両用灯具１は、意匠板部７を保持する
部材が不要であり、その分、構成部品を少なくすることができ、かつ、意匠板部７の意匠
面７０の自由度を向上させることができる。
【００５６】
　この実施形態にかかるレンズ部材３、車両用灯具１は、意匠板部７が透明である。この
ために、この実施形態にかかる車両用灯具１は、第１光源２１が消灯時において、透明な
意匠板部７を通して天井材１０が見えて透明な意匠板部７が見えない。これにより、この
実施形態にかかる車両用灯具１は、第１光源２１の点灯時の発光状態の意匠板部７と、第
１光源２１の消灯時の見えないすなわち存在しないように見せる透明な意匠板部７と、の
異なる見え方印象を与えることができ、車室内装飾効果を向上させることができる。
【００５７】
　この実施形態にかかるレンズ部材３、車両用灯具１は、意匠板部７の一端部にレンズ部
材３の固定部分３０の入射反射部８を一体に設けたものである。このために、この実施形
態にかかる車両用灯具１は、第１光源２１からの光を入射反射部８を介して意匠板部７に
効率良く入射させることができ、第１光源２１の光を有効に利用することができる。
【００５８】
　この実施形態にかかるレンズ部材３、車両用灯具１は、入射反射部８の反射面８０に拡
散シート６０を設けるものである。このために、この実施形態にかかる車両用灯具１は、
９個の第１光源２１からの光が、反射面８０から漏れ光として外部に出射するときに、拡
散シート６０により拡散される。これにより、この実施形態にかかる車両用灯具１は、９
個の第１光源２１からの光による点光状態を解消することができるので、レンズ部材３の
意匠面７０、３１２、３２２、３３２、カバー６の意匠面が点光で損なわることがない。
【００５９】
　この実施形態にかかるレンズ部材３、車両用灯具１は、入射反射部８に半透過性のカバ
ー６を反射面８０を覆って設けるものである。このために、この実施形態にかかる車両用
灯具１は、第１光源２１が消灯状態のとき、外部からの外来光が透過性のカバー６の意匠
面で外部に反射される。これにより、この実施形態にかかる車両用灯具１は、Ｖ字谷面の
反射面８０がカバー６により外部から見えずに覆い隠されているので、レンズ部材３の意
匠面７０、３１２、３２２、３３２、カバー６の意匠面が反射面８０で損なわることがな
い。
【００６０】
　この実施形態にかかるレンズ部材３、車両用灯具１は、カバー６に印刷シート６１を設
けるものである。このために、この実施形態にかかる車両用灯具１は、拡散シート６０か
らの拡散光が印刷シート６１およびカバー６を透過して外部に出射する。これにより、こ
の実施形態にかかる車両用灯具１は、カバー６の意匠面が印刷シート６１に印刷されてい



(11) JP 2017-144878 A 2017.8.24

10

20

30

40

50

る画像を投影像として発光するので、カバー６の意匠面が加飾光（イルミネーション光）
の発光機能を果たし、加飾効果が向上される。
【００６１】
　この実施形態にかかるレンズ部材３、車両用灯具１は、入射反射部８に操作部分３１、
３２、３３を連結部分３１０、３２０、３３０を介して操作可能に一体に連結し、その操
作部分３１、３２、３３の一面を入射反射部８からの光を外部に出射させる意匠面３１２
、３２２、３３２として形成するものである。このために、この実施形態にかかる車両用
灯具１は、操作部分３１、３２、３３の意匠面３１２、３２２、３３２が発光するので、
操作部分３１、３２、３３の意匠面３１２、３２２、３３２が加飾光（イルミネーション
光）の発光機能を果たし、加飾効果が向上される。
【００６２】
　この実施形態にかかるレンズ部材３、車両用灯具１は、操作部分Ｇ３１、３２、３３が
相互に独立して操作可能に３個備え、保持部材５には２個の付加光源２２、２３を２個の
操作部分３２、３３に対応して設けるものである。このために、この実施形態にかかる車
両用灯具１は、２個の操作部分３２、３３の意匠面３２２、３３２の発光機能を、意匠板
部７の意匠面７０のルームランプの発光機能と異なるマップランプの発光機能とすること
ができる。
【００６３】
（他の使用例の説明）
　図９は、レンズ部材３が天井の天井材１００から車室内側に突出している使用状態を示
す断面図である。天井材１００には、凹部が設けられていない。この平らな天井材１００
に設けられている開口部１３０中に、車両用灯具１の保持部材５を、挿入する。その他の
構成は、図１～図８に示す構成と同様である。
【００６４】
（実施形態以外の例の説明）
　この実施形態においては、３個の操作部分３１、３２、３３を有するものである。とこ
ろが、この発明においては、操作部分の個数を限定しない。
【００６５】
　この実施形態においては、意匠板部７のルームランプの発光機能と、操作部分３１、３
２、３３およびカバー６の加飾光の発光機能と、２個の操作部分３２、３３のマップラン
プの発光機能と、を有するものである。ところが、この発明においては、少なくとも、ル
ームランプの発光機能を有すれば良い。
【００６６】
　この実施形態においては、３個の操作部分３１、３２、３３の操作により、３個のスイ
ッチ４１、４２、４３のオンオフを行って、第１光源２１、第２光源２２、第３光源２３
の点灯消灯を行って、ルームランプの発光機能と、加飾光の発光機能と、マップランプの
発光機能とを果たすものである。ところが、この発明においては、複数個の操作部分の操
作により、複数個のスイッチのオンオフを行って、複数個の光源の点灯消灯を行って、ル
ームランプの発光色を変えるものであっても良い。
【００６７】
　なお、この発明は、前記の実施形態により限定されるものではない。
【符号の説明】
【００６８】
　１　車両用灯具
　１０、１００　天井材
　１１　車体パネル
　１２　凹部
　１３、１３０　開口部
　２　基板
　２０　ハーネス
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　２１　光源（第１光源）
　２２　付加光源（第２光源）
　２３　付加光源（第３光源）
　３　レンズ部材
　３０　固定部分
　３００　固定部
　３１　操作部分（第１操作部分）
　３２　操作部分（第２操作部分）
　３３　操作部分（第３操作部分）
　３１０　連結部分
　３２０　連結部分
　３３０　連結部分
　３１１、３２１、３３１　凸部
　３１２、３２２、３３２　意匠面
　３２３、３３３　入射部
　４１　スイッチ（第１スイッチ）
　４２　スイッチ（第２スイッチ）
　４３　スイッチ（第３スイッチ）
　５　保持部材
　５０　閉塞板部
　５１　開口部
　５２　ボス部
　６　カバー
　６０　拡散シート
　６１　印刷シート
　７　意匠板部
　７０　意匠面
　７１　傾斜面
　８　入射反射部
　８０　反射面
　８１　入射面（第１入射面）
　８２　入射面（第２入射面）
　８３　中間反射面
　Ｂ　後
　Ｄ　下
　Ｆ　前
　Ｌ　左
　Ｐ　押し込み方向
　Ｒ　右
　Ｔ　押し込み量
　Ｕ　上
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